
平成™™年˜™月™˜日 火曜日 (号外第™�—号)官 報
一

第
二
e

一
章
Ａ
部
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。（
平
成
二
十
一
年
一
月
一
日
及
び
平
成
二
十
二
年
七
月
一
日
効
力
発

生
）

Ａ
部

総
則

第
一
規
則

適
用

1.1

こ
の
章
の
規
定
は
、
別
段
の
明
文
の
規
定
が
な
い
限
り
、
二
千
九
年
一
月
一
日
以
後
に
キ
ー
ル
が
据
え
付
け

ら
れ
る
船
舶
又
は
こ
れ
と
同
様
の
建
造
段
階
に
あ
る
船
舶
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

1.2

こ
の
章
の
規
定
の
適
用
上
、「
同
様
の
建
造
段
階
」
と
は
、
次
の
.1
及
び
.2
に
定
め
る
要
件
を
満
た
す
段
階
を

い
う
。

.1

特
定
の
船
舶
に
係
る
も
の
と
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
建
造
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
。

.2

す
べ
て
の
建
造
材
料
の
少
な
く
と
も
五
十
ト
ン
又
は
す
べ
て
の
建
造
材
料
の
見
積
質
量
の
少
な
く
と
も
一

パ
ー
セ
ン
ト
の
う
ち
い
ず
れ
か
少
な
い
も
の
に
よ
つ
て
船
舶
の
組
立
て
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
。

1.3

こ
の
章
の
規
定
の
適
用
上
、

.1

「
建
造
さ
れ
た
船
舶
」
と
は
、
キ
ー
ル
が
据
え
付
け
ら
れ
る
船
舶
又
は
こ
れ
と
同
様
の
建
造
段
階
に
あ
る

船
舶
を
い
う
。

.2

「
す
べ
て
の
船
舶
」
と
は
、
二
千
九
年
一
月
一
日
前
又
は
同
日
以
後
に
建
造
さ
れ
た
船
舶
を
い
う
。

.3

旅
客
船
に
用
途
変
更
さ
れ
た
貨
物
船
は
、
建
造
さ
れ
た
時
期
に
か
か
わ
ら
ず
、
用
途
変
更
が
開
始
さ
れ
た

日
に
建
造
さ
れ
た
旅
客
船
と
し
て
取
り
扱
う
。

.4

「
主
要
な
変
更
及
び
改
造
」
と
は
、
貨
物
船
の
区
画
及
び
復
原
性
に
お
い
て
は
、
当
該
船
舶
の
区
画
の
水

準
に
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
な
構
造
上
の
変
更
を
い
う
。
貨
物
船
が
そ
の
よ
う
な
変
更
を
受
け
る
場
合
に
は
、

当
該
変
更
後
に
当
該
船
舶
に
つ
い
て
計
算
さ
れ
る
Ａ
ii
Ｒ
が
変
更
前
の
Ａ
ii
Ｒ
を
下
回
ら
な
い
こ
と
が
示
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
変
更
前
の
Ａ
ii
Ｒ
が
一
以
上
で
あ
る
場
合
に
は
、
変
更
後
の
当
該
船
舶
に

つ
い
て
計
算
さ
れ
た
Ａ
の
値
が
Ｒ
よ
り
下
回
ら
な
い
も
の
と
す
る
。

２

主
管
庁
は
、
別
段
の
明
文
の
規
定
が
な
い
限
り
、
二
千
九
年
一
月
一
日
前
に
建
造
さ
れ
た
船
舶
に
つ
い
て
は
、

決
議
Ｍ
Ｓ
Ｃ
一
（

XLV
）、
Ｍ
Ｓ
Ｃ
六
（
四
八
）、
Ｍ
Ｓ
Ｃ
一
一
（
五
五
）、
Ｍ
Ｓ
Ｃ
一
二
（
五
六
）、Ｍ
Ｓ
Ｃ
一
三（
五

七
）、
Ｍ
Ｓ
Ｃ
一
九
（
五
八
）、
Ｍ
Ｓ
Ｃ
二
六
（
六
〇
）、
Ｍ
Ｓ
Ｃ
二
七
（
六
一
）、
千
九
百
九
十
五
年
の
Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ａ

Ｓ
締
約
国
会
議
決
議
一
、
Ｍ
Ｓ
Ｃ
四
七
（
六
六
）、
Ｍ
Ｓ
Ｃ
五
七
（
六
七
）、
Ｍ
Ｓ
Ｃ
六
五
（
六
八
）、
Ｍ
Ｓ
Ｃ
六

九
（
六
九
）、
Ｍ
Ｓ
Ｃ
九
九
（
七
三
）、
Ｍ
Ｓ
Ｃ
一
三
四
（
七
六
）、
Ｍ
Ｓ
Ｃ
一
五
一
（
七
八
）
及
び
Ｍ
Ｓ
Ｃ
一
七

〇
（
七
九
）
に
よ
り
改
正
さ
れ
た
千
九
百
七
十
四
年
の
海
上
に
お
け
る
人
命
の
安
全
の
た
め
の
国
際
条
約
第
二
e

一
章
の
規
定
に
基
づ
い
て
適
用
さ
れ
る
要
件
を
満
た
す
こ
と
を
確
保
す
る
。

３

修
繕
、
変
更
及
び
改
造
並
び
に
こ
れ
ら
に
関
連
す
る
艤ぎ

装
が
行
わ
れ
る
す
べ
て
の
船
舶
は
、
少
な
く
と
も
こ
れ

ら
の
船
舶
に
従
来
適
用
さ
れ
て
い
た
要
件
を
引
き
続
き
満
た
す
も
の
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
船
舶
は
、
関
連
す
る

い
か
な
る
改
正
も
効
力
を
生
ず
る
日
前
に
建
造
さ
れ
た
場
合
に
は
、
原
則
と
し
て
、
当
該
日
以
後
に
建
造
さ
れ
た

船
舶
に
対
す
る
要
件
を
満
た
す
程
度
が
、
当
該
修
繕
、
変
更
、
改
造
及
び
艤ぎ

装
が
行
わ
れ
る
前
の
状
態
と
少
な
く

と
も
同
程
度
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
主
要
な
修
繕
、
変
更
及
び
改
造
並
び
に
こ
れ
ら
に
関
連
す
る
艤ぎ

装
は
、
主

管
庁
が
合
理
的
か
つ
実
行
可
能
と
認
め
る
限
り
、
関
連
す
る
い
か
な
る
改
正
も
効
力
を
生
ず
る
当
該
日
以
後
に
建

造
さ
れ
た
船
舶
に
対
す
る
要
件
を
満
た
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

各
国
の
主
管
庁
は
、
保
護
さ
れ
た
航
海
の
性
質
及
び
状
況
に
よ
り
こ
の
章
の
特
定
の
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
が

不
合
理
又
は
不
必
要
で
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
最
も
近
い
陸
地
か
ら
二
十
海
里
以
内
を
航
行
す
る
自
国
を
旗

国
と
す
る
個
々
の
船
舶
又
は
船
舶
の
種
類
に
つ
い
て
、
当
該
規
定
の
適
用
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

５

巡
礼
者
運
送
の
よ
う
な
特
殊
な
運
送
に
お
い
て
多
数
の
旅
客
の
運
送
に
使
用
さ
れ
る
旅
客
船
に
つ
い
て
は
、
当

該
旅
客
船
の
旗
国
で
あ
る
国
の
主
管
庁
は
、
こ
の
章
の
規
定
に
適
合
さ
せ
る
こ
と
が
実
行
不
可
能
で
あ
る
と
認
め

る
場
合
に
は
、
次
の
規
定
に
従
う
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
当
該
規
定
の
適
用
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

.1

千
九
百
七
十
一
年
の
特
殊
運
送
旅
客
船
協
定
に
附
属
す
る
規
則

.2

千
九
百
七
十
三
年
の
特
殊
運
送
旅
客
船
に
つ
い
て
の
場
所
の
要
件
に
関
す
る
議
定
書
に
附
属
す
る
規
則

第
二
規
則

定
義

こ
の
章
の
規
定
の
適
用
上
、
別
段
の
明
文
の
規
定
が
な
い
限
り
、

１

船
舶
の
「
区
画
の
長
さ
（
Ls
）」と
は
、
最
高
区
画
喫
水
に
お
い
て
垂
直
方
向
の
浸
水
範
囲
を
制
限
す
る
甲
板
又

は
そ
の
下
方
に
お
け
る
船
舶
の
区
画
の
最
大
投
影
型
長
さ
を
い
う
。

２

区
画
の
「
中
央
」
と
は
、
船
舶
の
区
画
の
長
さ
の
中
央
を
い
う
。

３

「
船
尾
端
」
と
は
、
区
画
の
長
さ
の
船
尾
の
限
界
を
い
う
。

４

「
船
首
端
」
と
は
、
区
画
の
長
さ
の
船
首
の
限
界
を
い
う
。

５

「
長
さ
（
Ｌ
）」と
は
、
現
行
の
満
載
喫
水
線
に
関
す
る
国
際
条
約
に
定
義
す
る
長
さ
を
い
う
。

６

「
フ
リ
ー
ボ
ー
ド
甲
板
」
と
は
、
現
行
の
満
載
喫
水
線
に
関
す
る
国
際
条
約
に
定
義
す
る
甲
板
を
い
う
。

７

「
船
首
垂
線
」
と
は
、
現
行
の
満
載
喫
水
線
に
関
す
る
国
際
条
約
に
定
義
す
る
船
首
垂
線
を
い
う
。

８

「
幅
（
Ｂ
）」と
は
、
最
高
区
画
喫
水
又
は
そ
の
下
方
に
お
け
る
最
大
型
幅
を
い
う
。

９

「
喫
水
（
ｄ
）」と
は
、
船
舶
の
中
央
に
お
け
る
キ
ー
ル
線
か
ら
そ
の
喫
水
線
ま
で
の
垂
直
距
離
を
い
う
。

10

「
最
高
区
画
喫
水
（
ds
）」と
は
、
船
舶
の
夏
期
満
載
喫
水
に
対
応
す
る
喫
水
を
い
う
。

11

「
軽
荷
航
海
喫
水
（
dl
）」と
は
、
予
想
さ
れ
る
最
低
の
載
貨
状
態
及
び
タ
ン
ク
積
載
状
態
（
た
だ
し
、
復
原
性

及
び
没
水
量
確
保
の
た
め
に
必
要
な
バ
ラ
ス
ト
水
を
含
む
。）に
対
応
す
る
航
海
喫
水
を
い
う
。
旅
客
船
に
つ
い
て

は
、
旅
客
及
び
乗
組
員
の
満
載
状
態
が
含
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

12

「
部
分
的
区
画
喫
水
（
dp
）」と
は
、
軽
荷
航
海
喫
水
に
軽
荷
航
海
喫
水
と
最
高
区
画
喫
水
と
の
差
の
六
十
パ
ー

セ
ン
ト
を
加
え
た
喫
水
を
い
う
。

13

「
ト
リ
ム
」
と
は
、
キ
ー
ル
の
傾
斜
を
無
視
し
て
、
船
首
端
及
び
船
尾
端
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
測
つ
た
船
首
喫

水
と
船
尾
喫
水
と
の
差
を
い
う
。

14

特
定
の
場
所
の
「
浸
水
率
（
μ
）」と
は
、
そ
の
場
所
に
お
い
て
水
が
占
め
る
こ
と
と
な
る
浸
水
容
積
の
割
合
を

い
う
。

15

「
機
関
区
域
」
と
は
、
主
推
進
機
関
及
び
補
助
推
進
機
関
（
ボ
イ
ラ
ー
、
発
電
機
及
び
主
に
推
進
の
用
に
供
す

る
電
動
機
を
含
む
。）を
含
む
場
所
の
水
密
隔
壁
の
間
の
区
画
を
い
う
。

16

「
風
雨
密
」
と
は
、
い
か
な
る
海
面
状
態
に
お
い
て
も
船
内
に
浸
水
し
な
い
こ
と
を
い
う
。

17

「
水
密
」
と
は
、
非
損
傷
状
態
及
び
損
傷
状
態
に
お
い
て
発
生
す
る
こ
と
の
あ
る
水
高
の
下
で
い
か
な
る
方
向

に
お
け
る
水
の
通
過
も
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
寸
法
及
び
配
置
を
有
す
る
こ
と
を
い
う
。損
傷
状
態
に
お
い
て
、

水
高
は
、
最
悪
の
平
衡
状
態
（
浸
水
の
中
間
段
階
を
含
む
。）に
お
い
て
考
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

18

「
設
計
圧
力
」
と
は
、
非
損
傷
時
及
び
損
傷
時
に
お
け
る
復
原
性
の
計
算
に
お
い
て
水
密
と
仮
定
さ
れ
る
構
造

又
は
設
備
が
耐
え
ら
れ
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
る
静
水
圧
を
い
う
。

19

旅
客
船
に
お
け
る
「
隔
壁
甲
板
」
と
は
、
区
画
の
長
さ
に
お
け
る
い
か
な
る
地
点
に
お
い
て
も
主
隔
壁
及
び
船

舶
の
外
板
が
水
密
で
達
す
る
最
上
層
の
甲
板
並
び
に
こ
の
章
の
第
八
規
則
及
び
Ｂ
e

二
部
に
定
義
す
る
損
傷
の
場

合
に
つ
い
て
の
い
か
な
る
浸
水
の
段
階
に
お
い
て
も
海
水
に
よ
り
旅
客
及
び
乗
組
員
の
避
難
が
妨
げ
ら
れ
な
い
最

下
層
の
甲
板
を
い
う
。
隔
壁
甲
板
は
、
階
段
部
を
有
す
る
甲
板
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
貨
物
船
に
お
い
て
は
、

フ
リ
ー
ボ
ー
ド
甲
板
は
、
隔
壁
甲
板
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

20

「
載
貨
重
量
」
と
は
、
指
定
さ
れ
た
夏
期
フ
リ
ー
ボ
ー
ド
に
対
す
る
喫
水
に
お
い
て
比
重
一
・
〇
二
五
の
海
水

に
お
け
る
船
舶
の
排
水
量
と
軽
荷
重
量
と
の
差
を
ト
ン
で
表
し
た
も
の
を
い
う
。

21

「
軽
荷
重
量
」
と
は
、
貨
物
、
燃
料
油
、
潤
滑
油
、
バ
ラ
ス
ト
水
、
タ
ン
ク
内
の
清
水
及
び
養
か
ん
水
、
消
耗

貯
蔵
品
並
び
に
旅
客
及
び
乗
組
員
並
び
に
そ
の
手
回
品
を
除
く
船
舶
の
排
水
量
を
ト
ン
で
表
し
た
も
の
を
い
う
。

22

「
油
タ
ン
カ
ー
」
と
は
、
千
九
百
七
十
三
年
の
船
舶
に
よ
る
汚
染
の
防
止
の
た
め
の
国
際
条
約
に
関
す
る
千
九

百
七
十
八
年
の
議
定
書
附
属
書
Ò
第
一
規
則
に
定
義
す
る
油
タ
ン
カ
ー
を
い
う
。

23

「
ロ
ー
ル
オ
ン
・
ロ
ー
フ
オ
フ
旅
客
船
」
と
は
、
第
二
e

二
章
第
三
規
則
に
定
義
す
る
ロ
ー
ル
オ
ン
・
ロ
ー
フ

オ
フ
区
域
又
は
特
殊
分
類
区
域
を
有
す
る
旅
客
船
を
い
う
。

24

「
ば
ら
積
み
貨
物
船
」
と
は
、
第
十
二
章
第
一
規
則
１
に
定
義
す
る
ば
ら
積
み
貨
物
船
を
い
う
。

™


		2010-12-20T14:51:34+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




